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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。

立正佼成会
シアトル支部
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柔和な人の、心は自由

庭野日鑛
立正佼成会会長



会長法話
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学林では仏教や法華経を研鑽されたと思いますが、いち
ばんの学びはなんですか？

学林での２年間を振り返って、最も印象に残っていること
を教えてください。
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バングラデシュ教会　バルア・ムクタ

国や民族、宗教の違いを乗り越え、
誰もが平和に暮らせる世界を

5月号と7月号では、2024年3月に立正佼成会学林を卒
林した2名の青年のインタビューをお届けします。学林
は「実践的仏教」と「諸宗教対話・協力」のためのグロ
ーバルトレーニングセンターです。仏教、法華経に基
づく全人教育を通して、実践的仏教の
指導者をはじめ、国際宗教協力、平和
構築などに従事する国内外のリーダ
ーを養成しています。

Interview Interview 
学林ウェブサイト
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卒林研究発表会では『一乗精神を実践する～地元市民と
ロヒンギャ難民との平和的共存』というテーマで発表をさ
れましたが、このテーマを選んだ理由を教えてください。

帰国後は、このテーマをどのように具体化し、行動に移す
予定ですか？

最後に将来の夢を聞かせてください。

Interview 



まんが立正佼成会入門
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会員になったら

立正佼成会のご本尊さま

立正佼成会のご本尊さまは、「久遠実成大恩教主
釈迦牟尼世尊」（久遠本仏）です。久遠本仏は遠い
昔からこの世にいて、多くの人にそれぞれふさわし
い方法で法を説いてくださっていると、法華経に記
されています。開祖さまはこの一節にもとづいて、

久遠本仏をご本尊さまとしました。また、立正佼成
会のご本尊さまが立像なのは、すべての人を救う活
動的なすがたを表現しているのです。
ご本尊さまの内部には、開祖さまが全力を注いで

書き写した法華経が納められています。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
ご本尊の光背（後光をかたどった装飾）には、
多宝如来と四体の菩薩像が配置されている。
中央上が多宝如来、向かって右上が上行菩薩、
右下が無辺行菩薩、左上が浄行菩薩、左下が
安立行菩薩だ。



まんが 立正佼成会入門
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朝夕のご供養
ご供養（読経供養）は朝夕の二回行ないます。お

たすきをかけ、経典とお数珠をもってご宝前の前に
座ります。毎日、しっかり行なうと、とてもすがす
がしい気持ちになります。
読経の前には、水やお茶、ご飯のお給仕をして、

花びんの水を取りかえましょう。ローソクに火を灯

し、線香をあげるときは、火をつかうので気をつけ
て。
これで準備が整いました。朝は、その日一日の誓

願を立て、夕方には感謝の心を込めてお経をあげま
しょう。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。
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人さまを仏道に導く菩薩行

本来、「お役」というものは、人間としてこの世に生まれたかぎり、どんな境遇にあり、
どんな仕事についていようと、だれでもりっぱにもっているのです。いや、人間だけ
ではありません。生きとし生けるものすべて、さらには空気や水、土といった無生物
でさえ、もっているのです。
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たとえば、ミミズは釣りの餌ぐらいにしか役立たないと思う人が多いでしょうが、
とんでもない。ミミズは絶えず孔の前方の土を呑みこんで後方へ排出して、常に土を
耕しているのです。また、その孔が通気を助け、ミミズが食べた土は肥料となって植
物の生育に役立ちます。
ミミズよりさらに小さな土の中の微生物も、じつに大きな働きをしています。小さ

じ一杯の土に、なんと数億個の微生物がいるそうですが、これらの微生物は落ち葉や
動植物の死骸を分解して、土に返す働きをもっています。もし、その働きがなかったら、
地球上は動植物の死骸でおおわれて、私たちの住む場もなくなるというのです。
肉眼では見えない微生物でさえ、こうして他のためにりっぱにお役に立っているの

です。
ましてや人間と生まれたからには、もし世のため、人のために「お役」を果たそう

としなければ、虫けらにも劣ることになるでしょう。
人間には、ほかの生物と違って一つすぐれたところがあります。それは、意識して

他のために尽くせることです。ほかの生物は、自分のための働きが自然に他のために
なっているのですが、人間だけは意識して他のために働けます。自分の仕事に精を出
すような自然な役割だけでなく、積極的に他の利益のために働くことができるのです。
たとえば、ボランティア活動もその一つです。そして、最も価値ある活動が、人さ

まを仏道に導く菩薩行であることは、いうまでもありません。それが、仏さまが世に
出られた「一大事の因縁」に沿いたてまつる働きであることは、最初にお話ししたと
おりです。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』, P.50-51
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みなさん、こんにちは。新緑の 5月となりました。日本では５月の初め
に大型連休があり、多くの人の心が浮き立つ時期ですが、観光地や高速道
路が混雑して予期せぬ混乱に出くわすことも稀ではありません。
会長先生は、そのような事態を想定されたのか、「柔和な人の、心は自由」

と題する今月のご法話で、どのような心の持ちようと行ないを心がけたら
良いかご指導くださいました。
まず「柔和な人」と聞いて私の心に浮かんだのは、『法華三部経』の「安

楽行品第十四」の一節「忍辱の地に住し、柔和善順にして卒暴ならず」で
した。会長先生が大学院の修士論文のテーマに選ばれたほど、「安楽行品第
十四」は学びの深い品です。まるで生活実用書のように、生活に根差した
智慧があふれています。「辛抱強く、優しく振舞うんですよ」というお釈迦
さまの穏やかなお声が聞こえてきそうです。
今年の連休は、この安楽行品の一節を胸に、自由自在の心境を楽しめる

ように精進したいと思います。

安楽行品から学ぶ柔和忍辱のこころ

2024 年 3月 22日と 23日の二日間、ロサンゼルス教会で開催された
北米の教会長および法人理事の会議に参加した赤川部長（前列中央）
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